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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・疾患別診療計画書の締切が過ぎましたが、遅くなる方は鳥谷部まで報告する。
※前回の疾患別診療計画書を未提出の方は鳥谷部に提出する。

・2月中の評価：転倒転落アセスメントシート、LASMI、ADUIT、HDS-R
＜研修案内＞

日時：2月26日（水）16：30～17：00

場所：2階　会議室

対象：全職員

テーマ：「認知症の対応について」

 講師：金谷NS・国光NS
＜外来患者様情報＞
・古館　ヨリ様～定期心電図と頭部CT検査実施。心電図：境界域異常であり、軽度QT延長、平低T.　頭部CT:萎縮はあるが、明らかな出血や梗塞はなし。施設からの情報用紙あり。2/8発熱あり、はちのへファミリークリニック受診し、処方もらっている。泌尿器も受診し、ただれがあり軟膏処方となっている。気分は安定し、食欲も良い。処方継続。
・市澤　信行様～最近の様子としては、気分面で落ち込むことが多かったようである。希死念慮も少し長く続く感じであったという。友人は数日来ていることがあったが、来ると長居されることがあった。夜間の睡眠はあまり良くなかった。外出もあまりすることがなかったという。少し気分が良ければテレビをみていたり本を読んでいることがあった。
・佐々木　常夫様～今月に、デイケアの特定メンバーから侮辱を受けたということで、検察に訴えを提出していた。本日の診察時は、この事件については「季節の変わり目でした。振り返れば（彼女らは）季節が安定しているときは事件は起きませんでした」等綴っている。女性メンバーは「心神耗弱状態でした」ともいうが、要するに、起訴する事はしなくていい、と言う事と思われる。それならば検察に取り下げに行くのか、と問うと、それでもいいですよ、と述べている。心情的には許容できる状態にはなっていると思われる。「彼女らがそれで治ってもらえればいいんです」ともいう。デイケアはやめてもいいですか、とも聞いてくるが、それでよいと伝える。
・山本　真智子様～最近の様子としては、1週間風邪をひいていたことがあって調子はあまり良くなかった。幻聴の症状はまだデイケアにいる時でも生じることがあって、脳に癌ができている、など聴こえることがあったという。火曜と木曜で仕事は5時間でやっているが、これから1日2時間で短縮する事にしているという。これで負担は軽減して行けると思われる。食欲は保たれていた。
・石井　幸子様～最近の調子としてもまあまあ落ちついていたという。夜間の睡眠もとれている。食欲も保たれている。身体面でも不調はなく、デイケアも継続して行えていたようである。睡眠についての学習がためになっていたという。気分面で苛々や抑うつもなく、精神病症状も無く経過している。処方継続。
